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編集後記
新型コロナウイルスの影響で「学位記授与式」「入学式」「総会」など色々な

イベントが中止となり、学生や保護者の皆様もさぞかし残念に思っていることかと思います。この状況な
ので本号の発行に相当苦戦しましたが、保護者の皆様に少しでも多くの事をお伝え出来る様に、アイデア
を振り絞り作成することが出来ました！！
まだ新型コロナウイルスに対して心配等今後も沢山ありますが、保護者会一同で力を合わせて今後も
活動して行きたいと思います。

（広報部部長　福元 のぞみ）
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■浦和大学保護者会に対する、ご質問・ご意見・ご感想などございましたら、ご遠慮なく事務局までお問い合わせください。

アルコール消毒剤 泡石鹸 送風用の扇風機

アクリル板を１号館自習室パソコン間に設置 食堂

ゴミ箱 学生談話室

浦和大学・浦
和大学短期

大学部の

学内での新型コロナウイルス対策について

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大学のキャンパスが安心して教育及び研究活動、学生生活
を行うことができる場所とするために、本学の指針に基づいた行動をお願いしています。
短大は4月から、大学は5月からオンライン授業が始まり、6月1日から7月18日までの間は一部の授業

において対面授業を行いました。
現在、首都圏における若年者層の新型コロナウイルス感染者数の増加傾向が顕著になっていること

から全面的にオンライン授業といたしました。また学生の入構は原則として認めていません。（8月現在）
大学で対面授業を行う際に取った対策は、教室等部屋の換気、前後・隣との間隔を空けての着席、
座る位置の指定、手洗いや手指消毒をこまめに行うことを学生に伝え、行動していただきました。
また、スクールバスを増便し、乗車する人数を定員の半分程度に制限、換気を行い、密にならないよう
対応いたしました。

浦和大学・浦和大学短期大学部
総務課長（保護者会幹事）

梶　寛治

マスクの着用と咳エチケットを守ることや手洗い、手指の消毒をこまめに行うことなど、日常生活の中で意識して
行動するよう働きかけています。
自習室、談話室、食堂、休憩スペース等の共有空間では、窓や扉を開けた換気、席を一方向に向け対面を避けての
着席、隣との間隔を空けて着席するようレイアウトを変更しました。
コンピューター教室などには、隣との間にアクリル板を設置し、飛沫感染対策をとり、キーボードや机・椅子を使
用時に消毒するなど定期的に消毒を行っています。

毎日、学内のドアノブ、手すり、エレベータボタン等を多くの人が触れる部分を定期的に消毒。教室内のごみ箱を
使用禁止とし、廊下に臨時のごみ箱を設置。各建物入口、廊下等へのアルコール消毒剤を設置。6月には一部対面
授業とオンライン授業が混在したことから、学内での学生の通信環境を整えるためWi-Fiエリアを拡大しました。

自宅での体調管理の他、不要な外出は控える。外出する際は、検温と体調を確認しマスクを着用すること。また外
出先からの帰宅後は手洗い・手指消毒を行うことの指導。

1 体調管理と衛生管理

2 キャンパス内での生活

3 その他

新型コロナウイルスへの対応について

URADAI SHUNJU

浦大春秋
保護者会レター

■ご挨拶／2019年度 卒業生へのメッセージ
■2019年度 保護者会会計決算書／浦和大学保
護者会・後援会 総会（書面表決）結果報告／
2020年度 浦和大学保護者会 会計予算書

■退任役員の挨拶／退任役員を送る会／第1
回・第2回 合同理事会／2020年度 保護者
会理事名簿

■浦和大学の新型コロナウイルスに対する対
応について／編集後記

卒業生へのメッセージ
2019年度



ご
挨
拶

浦
和
大
学
・
浦
和
短
期
大
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、輝
か
し
い
未
来
に
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
！

　浦
和
大
学
・
浦
和
大
学
短
期
大
学
の

学
生
及
び
保
護
者
の
皆
さ
ん
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

が
り
に
よ
り
、本
学
は
や
む
な
く
学
位
記

授
与
式
・
入
学
式
を
中
止
に
し
、授
業
も

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
新
し
い
学
び
の

ス
タ
イ
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
。今
は
ま

だ
制
限
の
厳
し
い
生
活
を
続
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、1

年
先
2
年
先
に
は
必
ず
収
束
す
る
と
き

が
や
っ
て
き
ま
す
。こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
収
ま
る
と
、新
し
い
社

会
の
時
代
が
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
新
し
い
社
会
を
支
え
る
の
は
皆

さ
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　本
学
は「
人
を
支
え
る
力
を
育
む
」学

校
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。新

し
い
社
会
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
は
、ま

ず
そ
の
社
会
を
構
成
す
る
人
を
支
え
る

こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。本
学
で
学
ぶ

こ
ど
も
や
高
齢
者
を
支
え
る
力
は
、新
し

い
社
会
に
お
い
て
も
大
変
役
に
立
つ
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

　最
後
に
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
本
学
の

教
育
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
度
、浦
和
大
学
保
護
者
会
会
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
細
沼
和
美
で
す
。

　保
護
者
の
皆
様
方
に
は
、日
頃
か
ら
保

護
者
会
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
支
援

を
頂
き
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　会
長
と
い
う
責
務
に
就
く
の
は
初
め
て

で
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
保

護
者
会
活
動
に
携
わ
っ
て
下
さ
っ
た
先
輩

方
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、仲
間
と
共
に「
よ

り
深
く 

よ
り
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
尽

力
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　私
が
初
め
て
保
護
者
会
に
参
加
し
た
の

は
4
年
前
、次
女
の
入
学
の
時
で
し
た
。大

学
の
保
護
者
会
と
は
？
と
、緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、す
ぐ
に
そ
れ
は
私
自
身
が
学

校
へ
行
く
楽
し
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。私
は

広
報
部
に
所
属
し
ま
し
た
が
、取
材
が
と

に
か
く
楽
し
く
、先
生
方
と
の
交
流
も
増

え
、浦
和
大
学
の
学
生
達
の
生
き
生
き
し

て
い
る
姿
も
た
く
さ
ん
見
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　研
修
旅
行
で
は
、ご
一
緒
さ
れ
た
先
生
が

柿
田
川
の
澄
ん
だ
水
に
手
を
合
わ
せ
て
い

る
姿
を
拝
見
し「
何
を
お
願
い
し
た
の
で
す

か
？
」と
お
聞
き
す
る
と「
学
生
達
が
全
員

無
事
に
卒
業
で
き
ま
す
よ
う
に
と
」と
答

え
ら
れ
た
事
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。　こ

れ
ま
で
も
教
職
員
の
皆
様
が
ど
ん
な

思
い
で
学
生
達
の
将
来
を
案
じ
、ご
指
導

し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
か
を
、保
護
者
会
活

動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　私
達
保
護
者
会
は
、そ
の
教
職
員
の
皆

様
の
思
い
と
、会
員
で
あ
る
皆
様
方
と
の

絆
を
結
ぶ
活
動
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　大
学
で
の
2
年
間
、4
年
間
が
子
供
達

に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
学
び
と
な
り
ま
す
様
、環
境
を
整

え
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、今
後
と

も
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゼミ担当の先生方から、2020年3月に卒業した皆さんに向けてメッセージをいただきました。

（メッセージは2020年4月のものです。）

2 0 1 9 年度  卒業生へのメッセージ！

ご卒業おめでとうございます。
新型コロナウイルス禍の影響下、皆さんにおかれましては卒業式という「区切り」もなく、
緊迫した状況の中で社会人として厳しいスタートだったと思います。
切れ目のない不安が未だ続いており、世界中が既存の価値観の変化を迫られています。そ

れでも、どうか自分だけでなく弱き立場の人々に寄り添う皆さんのセンスを忘れないでくださ
い。ご自分でなるだけ正確な情報を収集し、考え行動し、そして自信をもって進んでください！
応援しています。

こども学部　こども学科　|　船木 美佳 先生

ご卒業おめでとうございます！
新型コロナウイルス騒ぎで予想外の門出になりました。でも困難は乗り越えるためにある

と信じます。逆境の時ほどそれを逆手にとって乗り越える工夫を。そのたくましさと浦和大学
で培ったやさしさがあれば怖いものはありません。
あきらめない！くじけない！

こども学部　こども学科　|　金井 玲子 先生

新型コロナウイルス感染拡大の影響で卒業式が中止になり、直接、皆さんへお祝いの言葉
をお伝え出来なくて残念です。しかし、皆さんの方が、残念で悔しくてたまらないだろうに、こ
の状況を理解して、冷静に大学生活を終えていく皆さんの姿に、大学4年間で積み上げてき
た人としての成長を感じ、喜びと感謝の気持ちで一杯でした。
これからのステージでも、葛藤を伴う様々な事態に突然見舞われることがあるかもしれま
せん。そんな時は、自分を信頼し、関わる人たちや子ども達を信頼し、問題に向き合って乗り
越えてくださいね。
皆さん、卒業おめでとうございます！また、会いましょう。

こども学部　こども学科　|　岡本 仁美 先生

卒業生の皆さん、この度はご卒業おめでとうございます。
思えば卒業へ向けた卒業論文の執筆を始めとして、いろいろ大変でしたよね。卒業パー

ティーでは様々な思い出話に花を咲かせたかったのですが、新型コロナウイルスの影響で中
止せざるを得なかったのは、誠に残念至極です。
これから実社会に出て行く皆さんにはいろいろな人がいます。他人の気持ちを思いやり、
相手の立場に立てる者もいれば、自分だけが目立とうとし自画自賛して、他人の気持ちも考
えず(というより及ばず)、足を引っぱり落とそうとする者です。
さまざまですが、君達は思いやりを常にもって、真の自己実現を発揮できるような人間とし
て成長していってください。
またいつか、お会いしましょう。
（学部・学科名は2020年3月現在のものです。）

総合福祉学部　総合福祉学科　|　石本 裕貴 先生

浦和大学保護者会

会長　細沼 和美
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2019年4月1日～2020年3月31日  2019年度
保護者会会計決算

書

2020年度　浦和大学保護者会　会計予算書 （2020年4月1日～2021年3月31日）

勘定科目
1,000,000

1,500,000

2,000,000
200,000

2,000,000
3,000,000
250,000

1,000,000
300,000

4,000,000

100,000
0

15,350,000
9,157,207
24,507,207

本年度予算
1,000,000

1,500,000

2,000,000
200,000

1,600,000
3,500,000
250,000

1,000,000
300,000

4,000,000

100,000
0

15,450,000
6,768,856
22,218,856

前年度予算
研修費

総会開催費、理事会開催費、
しらさぎ祭ワークショップ運営費、
広報誌｢浦大春秋｣取材関係等、事務局運営費等

施設、設備、教育用機器備品等助成費
九里育英振興会年会費
広報誌｢浦大春秋｣印刷費・発送費
就職セミナー関係費等
学生褒賞等
ハワイ及びカナダ海外研修旅行費用助成費
保護者会員等慶弔費

被災学生支援
学生学外活動費助成、環境整備助成
入学式及び学位記授与式運営費用助成等

残高証明発行手数料、振込手数料等
積立金

摘    要
２．支出の部

研 修 費

需 要 費

設 備 備 品 費
負 担 費
広 報 費
学 生 指 導 費
報 償 費
国 際 教 育 費
慶 弔 費

福 利 厚 生 費

雑 費
積 立 金 組 入
小 計
予 備 費
合 　 　 計

（金額単位円：△増▲減）

2
0
2
0
年
5
月
に
書
面
に
て
お
願
い
い
た
し
ま

し
た「
浦
和
大
学
保
護
者
会
・
後
援
会
総
会
」の
書
面

表
決
に
つ
き
ま
し
て
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
保
護
者
会
会
員
数
7
0
5
名
の
う

ち
、賛
同
者
2
8
4
名
、委
任
状
1
4
9
名
、返
信
な

し
2
6
7
名
は
異
議
な
し
と
み
な
し
、以
上
、過
半
数

の
賛
同
を
得
ら
れ
た
た
め
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浦
和
大
学
保
護
者
会
・
後
援
会
事
務
局

勘定科目
7,992,000

0
5,000

7,997,000
16,510,207
24,507,207

本年度予算
6,468,000

0
5,000

6,473,000
15,745,856
22,218,856

前年度予算
△ 1,524,000

0
0

△ 1,524,000
△ 764,351
△ 2,288,351

差引増減
会費＠12,000×学生数（701名×0.95=666）

受取利息

摘    要

１．収入の部 （金額単位円：△増▲減）

会 費 収 入
積立金取崩収入
雑 収 入
小 　 　 計
前 期 繰 越 金
合 　 　 計

二
〇
二
〇
年
度

0

0

0
0

△ 400,000
▲ 500,000

0
0
0

0

0
0

▲ 100,000
△ 2,388,351
△ 2,288,351

差引増減
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保護者会牽引役としての数々のご活躍、大変お疲れ様でした。
これからも浦和大学の活動を見守り続けてください。

（敬称略）

4年間の保護者会役員を無事に終える事が出来たのも素晴らしい仲間に出会
えたお陰です。
広報部では取材、撮影、原稿書き等貴重な経験を多くさせて頂き、企画部では

しらさぎ祭のワークショップを役員の方々と協力しながら楽しく活動する事
が出来ました。
保護者会を通して先生方や事務局の方々との交流もあり、たくさんの情報と

アドバイスを頂きとても感謝しております。
これからも浦和大学の更なる発展を願っています。
ありがとうございました。

●2016年度　広報部理事 ●2017年度　広報部副部長
●2018年度　企画部理事 ●2019年度　企画部副部長江波戸 雪江

保護者会での4年間、素晴らしい仲間に出会えた事にとても感謝しております。
広報部で明るく浦大春秋を作り、取材を通して熱心な学生達の生の声を聞く事

ができ、時には取材の中に娘の姿を発見し、微笑ましく、その日はちょっと得した気
分になりました。その姿を間近に感じ、若返った気になり、毎回元気をもらっていま
した。そのような時に立ち会えた事を喜ばしく思うと共に、その組織を多くの方々
に知っていただきたい思いで、微力ながらも活動に取り組みました。カメラを握り
締め撮影し、原稿書きなど、たいへん貴重な経験を数多くさせていただきました。
娘二人がこども学科と総合福祉学科の入学許可証を握り

締めながら大喜びしていた顔が今でも忘れられません。あの
日からアッと言う間に月日が過ぎ、浦和大学から去らなけれ
ばいけない日を迎えてしまいました。先生方には心より感謝
しております。
末筆になりましたが、浦和大学の更なる発展と保護者会の

ご活躍を心より期待しております。

●2016年度　広報部理事　●2017年度　広報部理事
●2018年度　広報部部長　●2019年度　副会長佐藤 圭子

私は仕事先が大学の近くなので、子供よりも早くから浦和大学に興味を持っ
ておりました。ですが、子供は第一希望の大学では正直なかったので、納得して
入学したものの親としては少々不安でした。そんな時、当時役員だった方にお
誘い頂き役員をお引き受けしたのです。そんな不安はよそに、子供はとても楽
しそうに大学生活を送り色々な話をしてくれます。学生と先生の関係もアット
ホームな感じで、とても安心しております。ただ役員としては台風の影響で学
園祭が中止となり、また、新型コロナウイルスの影響で卒業式や入学式、歓迎会
など色々な行事が中止になり、役員として中途半端な感じ
になってしまったことは心残りではあります。
まだ3年間学校とは関わり合うことはあると思いますの

で、何かお手伝いすることがあれば、関わっていきたいと
思っております。
1年間ありがとうございました。

●2019年度　企画部理事中島 裕子

2年と短い期間ではありましたが、広報部員としてお世話になりました。
取材や撮影を通じて娘の短大生活の様子も知る事が出来、貴重な経験を数多

くさせていただきました。
昨年は台風の影響で文化祭の中止や、新型コロナウイルス感染症の拡大で

様々なイベント・行事が中止となり取材も広報の集まりも少なかったのは心残
りですが、広報部の皆さまと楽しく活動できた日々はとても良い思い出となり
ました。
保育園児がいながらも活動出来たのは皆様のご理解ご

協力もあったからだと思います。
2年間ありがとうございました。

●2018年度　広報部理事
●2019年度　広報部理事佐竹 裕美子

4年間に渡り保護者会活動をお手伝いさせて頂きました。
しらさぎ祭のワークショップや研修旅行では、協力しながら楽しく活動する

ことができました。
保護者会を通して、先生方、事務局の方、保護者会の皆様と出会い、大学生活

の様子を知り、充実した時間を過ごすことができました。
ありがとうございました。
浦和大学、保護者会の益々のご発展をお祈りいたします。

●2016年度　企画部理事 ●2017年度　企画部副部長
●2018年度　企画部部長 ●2019年度　副会長木村 知穂

この4年間、保護者の皆様と学長はじめ教職員の先生方には大変お世話にな
りました。 皆様方のご理解・ご協力をいただくことができ、少しほっとしていま
す。
新型コロナウイルスの感染拡大により、多くの行事を中止せざるを得なく

なったことは、保護者会活動を先導する立場としては大変残念に思っていま
す。しかし、会員の皆様の健康を維持することは何ものにも代え難く大切なこ
とであり、この対応にご理解いただくとともに、感染の一刻も早い収束を願っ
てやみません。今後の状況は予断を許しませんが、会員の
皆様におかれましては「新型コロナウイルス」を十分理解
した上で、素晴らしい学生たち・教職員の先生方・保護者の
皆様がOneTeamとなり、きっと乗り越えられると信じて
います。
今後は、新会長のもとで保護者会活動に引き続きご協力

をお願い申し上げます。

●2016年度　広報部理事　　●2017年度　副会長
●2018年度　保護者会会長　●2019年度　保護者会会長 柴山 信行

2011年から2019年度までの9年間、浦和大学保護者会・後援会の幹事とし
て、7名の歴代会長とともに役員の皆様とご一緒させていただきました。
この度、定年を迎え、さらに嘱託職員として勤務して参りましたが、2020年6

月30日をもちまして一足先に浦和大学を卒業することとなりました。
この間、年間5回の理事会をはじめとして、定期総会、新旧役員懇親会、会計監

査会、広報部会、企画部会、しらさぎ祭、さいたま国際マラソン等々に参加して
きたことは忘れることができません。
中でも、本学関連施設ホテルみなみの荘(現在は閉館)の

研修旅行は筆舌に尽くしがたいほど楽しい思い出です。
お陰様で9年間皆様に支えていただき職務を全うするこ

とができました。ありがとうございました。
浦和大学保護者会・後援会は新体制となりますが、陰な

がら応援させていただきます。

●2011～2019年度　浦和大学保護者会・後援会幹事
　（2011～2014年度　浦和大学総務課職員、2015～2019年度　浦和大学総務課長）熊谷 康尚

短い時間でしたが、保護者会役員の方たちと活動を共にできましたことに感
謝します。
念入りな事前準備をしていた【しらさぎ祭】が大型台風で中止となり、2020

年の年明けは新型コロナウイルス拡大により自粛生活と予期せぬ事態に。先
生、学生、保護者の方々も心落ち着かぬ状況だったと思います。
その中での就職活動に励まれた学生の皆さんご苦労さまでした。浦和大学で

学んだ事をこれからの仕事に活かして頑張ってください。お付き合いいただき
ありがとうございました。

●2019年度　企画部理事木戸 富美江

退任役員の挨拶
本
来
な
ら
6
月
6
日
の
新
旧
役
員
懇
親
会
で
行
わ
れ
る
〝
送
る

会
〞
で
す
が
、本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、第
1
回
・
第
2
回
合
同
理
事
会
開
始
前
に
簡
略
に
執
り
行
い

ま
し
た
。

前
年
度
よ
り
、会
長
・
柴
山
信
行
氏
、副
会
長
・
木
村
知
穂
氏
、

副
会
長
・
佐
藤
圭
子
氏
、企
画
部
副
部
長
・
江
波
戸
雪
江
氏
、企
画

部
・
中
島
裕
子
氏
、企
画
部
・
木
戸
富
美
江
氏
、広
報
部
・
佐
竹
裕

美
子
氏
の
7
名
の
理
事
と
、保
護
者
会
幹
事
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
た
浦
和
大
学
総
務
課
長
・
熊
谷
康
尚
さ
ん
の
計
8
名
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
ご
都
合
に
よ
り
江

波
戸
氏
と
佐
竹
氏
が
欠
席
さ

れ
ま
し
た
が
、出
席
い
た
だ
い

た
6
名
の
退
任
の
方
々
へ
、花

束
と
と
も
に
感
謝
の
拍
手
で

送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
明
る
く
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
雰
囲
気
で
、保
護
者

会
の
活
動
を
楽
し
く
有
意
義

に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
部
副
部
長

　有
村 

ま
さ
美
）

7
月
4
日（
土
）、2
0
2
0
年
度
第
1
回
・
第
2
回
合
同
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、初
め
て
出
席
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
連
絡
通
路
を
歩
く
と
雨
に
濡
れ
た
木
々
や
枯
葉

が
薫
っ
て
、森
林
の
中
を
散
歩
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、社
会
も
大
学
も
予

測
不
能
の
時
代
の
真
っ
た
だ
中
に
い
ま
す
。理
事
会
で
も
こ
う
し

た
状
況
に
対
応
す
る
大
学
運
営
へ
の
協
力
が
盛
り
込
ま
れ
た
予
算

案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
明
日
を
見
つ
め
な
が
ら
保
護
者
会
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。そ
ん
な
思
い
で
保
護
者
会
活
動
に
参
加

さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
部

　畠
山 

憲
司
）

学
生
た
ち
の
明
日
を
見
つ
め
て

▲退任役員の皆様お疲れ様でした

▲ 2020年度　初顔合わせ

2
0
2
0
年
7
月
4
日（
土
）

第1回・第2回 合同理事会

2020年7月4日（土）

計19名、敬称略

2020年度保護者会理事名簿

07 06

会長 細沼 和美

副会長

山川 喜之

森田 喜代美

髙橋 義正

企画部

部長 小林 千絵

副部長 荻野 晴代

理事(監事) 宮下 ゆかり

理事 塚原 としえ

広報部

部長 福元 のぞみ

副部長 有村 まさ美

理事(監事) 佐藤 英子

理事

赤石 玲奈

有村 恵美子

市川 則子

畠山 憲司

小野田 えり子

風間 千晶

眞田 洋子

田崎 瑠理




